
〇 アマゾンに学ぶ ～ 小此木さんの出前授業 ～ 〇 サンバが踊れるようになりました！
２月１０日（月）、 ２月２６日（火）、

ブラジリアのJICAにお サンバダンサー
勤めの小此木宏明さん の工藤めぐみさん
が来校し、アマゾンの （PASSISTA DE
環境についてお話しい SALGUEIRO）が
ただきました。ブラジ 来校し、講話とダ
ル政府の組織IBAMA ンス教室をしてく
（アマゾンの違法森林 ださいました。
伐採を取り締まる）に サンバを始めた
技術協力をして、人工 きっかけは、阪神
衛星やドローンから監 淡路大震災で被災
視し、一緒に現地に行 された時、復興支
って取り締まりの手伝 援で神戸市が開い
いをすることもあるそ たサンバ祭にお母
うです。これらの経験 様が小学生だった
を通して、アマゾンの めぐみさんを連れ
・生き物（生態多様性） て行ったことです。
・水（淡水資源） サンバの本場を
・空気（気候変動） 知るため１９歳で
について詳しくお話し 単身リオに住み、
くださいました。 数々の困難を乗り
Qぼくたちのできるこ 越えSALGUEIRO
とは？ A知ること。 （サンバチーム）
Q危険な所？ Aコロ のPASSISTA(チー
ンビア・ベネゼエラ国 ムの中心ダンサー)
境付近と金鉱山。 に選ばれました。
QなぜJICAで働いてい サンバは生きが
る？ A海外で自然を いであり、生きる
相手にする仕事に就き 目標であり、サン
たかった。 バで人とのつなが
＜子どもの感想＞ り、パワーがもら
人間は自然に助けて えると言います。

もらっているのに、人 「何にでもなれる」
間が自然を破壊してる 最後に私たちに応
と思うと悲しい。 援メッセージをい
学ぶことがいっぱい ただきました。

の大切な時間でした。 ダンス教室では
ステップと手の動

〇 これぞ日本の力 ～食品サンプル展に行きました～ きを教わり、最後
２月１１日（火）、在 に輪になって踊り、

リオ日本国総領事館広 円の中心で雄たけ
報文化センターで開催 びをあげて終わり
されている「日本の産 ました。貴重な機
業紹介・食品サンプル 会をありがとうご
展示会」の見学に行き ざいました。
ました。
初めに領事・中野様 〇 サンバのリズムを刻んで

より、来年度がブラジ サンバ教室の午
ルと日本外交関係樹立 後、音楽の授業で
１３０年の節目である 熊本先生からサン
ことと日本の産業が注 バのリズムを奏で
目されているお話を聞 る打楽器を教わり
き、その後、展示物を ました。リズムの
じっくり見学しました。 取り方が最も難し
どれも本物のようで、 いPANDEIROを中
日本食は特に食べたく 学生が受け持ち、
なります。また、イヤ 最後は教員も参加
リングやペンダントな して大合奏となり
どの加工品はひとつお ました。なんと、
土産に欲しくなります。 熊本先生と工藤さ
私の父の生家は浅草。 んのお母様は同じ

近所のかっぱ橋で眺め 小学校に通ってい
たことを思い出しまし たとか（学年は違
た。これぞ日本の力を います）。サンバあ
存分に味わいました。 ふれる１日でした。


